
医療法人卯の会 新垣病院 行動制限最小化指針 

1.総則 

 

1-1 基本理念 

入院患者の処遇は、患者の個人としての尊厳を尊重し、その人権に配慮しつつ、

適切な精神医療の確保及び社会復帰の促進に資するものでなければならない。 

また、処遇に当たって、患者の自由の制限が必要とされる場合においても、その旨

を患者に出来る限り説明して制限を行うように努めるとともに、その制限は患者の症

状に応じて最も制限の少ない方法により行わなければならないものとする。 

 

 

1-2 基本方針 

１） 患者または他の患者等の生命、または身体を保護するために緊急やむを得ない場

合を除き、行動制限の実施を禁止する。 

２） 患者の自由の制限が必要とされる場合においては、その旨をできる限り説明し、制

限を行うよう努める。 

３） 患者の自由の制限は代替方法を検討し、症状に応じて最も制限の少ない方法によ

り行わなければならない。 

４） 患者の行動制限は、精神保健福祉法に則り、必要最小限にとどめる。 

５） 行動の制限に関わる諸条件が改善・消失した時点で、速やかに制限の解除を行

う。 

 

1-3 行動制限最小化委員会組織及び体制 

   当院における行動制限最小化委員会は、精神保健指定医である委員長のもと、

看護師、精神保健福祉士、医事課職員によって構成する。 

   行動制限最小化委員会は、規定のとおり開催する。 

 

2. 職員研修に関する基本方針 

１） 全職員を対象とした精神保健福祉法及び行動制限に関する研修会を年２回開催

する。 

２） 新規採用職員の研修を行う。 

３） その他必要な研修については、院外で開催される研修会にも積極的に参加する。 

４） 院内研修の内容については各自記録し、院外で開催される研修に参加した者は、

研修内容を記録して報告し、伝達講習等について職場内での知識の定着や実践につ

なげられるよう情報を共有する。 

 



3.その他 

本指針の修正は、新垣病院運営会議の決定により行う。 
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